
（図表　１）

実質GDP成長率

（１）前期比

（２）前年同期比

（資料） 内閣府「国民経済計算」
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（図表　２）

世界経済の実質GDP成長率

（注）１．IMF「World Economic Outlook Database April 2008」における
　　　　　Advanced economies31か国・地域を先進国とし、その他の国･地域を
　　　　　新興国･途上国とした。

（注）２．2008年は、全ての国･地域がIMF予測値、2007年以前についても一部の
　　　　　国･地域にIMF予測値を含んでいる。

（注）３．2006～2008年の成長率は、「World Economic Outlook Update
　　　　　July 2008」による。

（資料） ＩＭＦ
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（図表　３）

輸 出 入

（１）実質輸出入

（２）対外収支

（注）１．実質輸出(入)は、通関輸出(入)金額を輸出(入)物価指数で各々デフレートし、指数化したもの。
　　　　　実質貿易収支は、実質輸出入の差を指数化したもの。
（注）２．各計数は、X-12-ARIMAによる季節調整値。
（注）３．2008/3Qの実質輸出入及び実質貿易収支は7月の値。
（資料）財務省「外国貿易概況」、財務省・日本銀行「国際収支状況」、日本銀行「企業物価指数」
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（図表　４）

原油先物価格のインプライド確率分布

　（注） 1.各行使価格（5ドル刻み）のオプション価格をもとに
　推計した分布。縦線は期近物価格。

2.08/12月限の方が左右に拡がっていることから、先行
　きになるほど市場参加者の不透明感が強いことを示唆
　している。

3.NYMEXのデータを元に日本銀行作成。
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（図表　５）

賃金と消費者物価

（１）1971年第1四半期～2008年第1四半期

　　（注）ラグは賃金が1四半期遅行（下図も同じ）。

（２）2002年第1四半期～2008年第1四半期

（資料） 厚生労働省「毎月勤労統計」、総務省「消費者物価指数」
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（図表　６）

交易条件指数

（資料） 日本銀行「輸出物価指数」、「輸入物価指数」
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（図表　７）

地域別鉱工業生産

　（注） 99年以前の計数については、リンク係数を算出のうえ接続。

（資料） 経済産業省「鉱工業指数」、「地域別鉱工業指数年報」
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